
平成 28 年 緑丘会札幌支部新年交礼会後の有志 2 次会 報告書 

 
H1５卒 小室 陽介 

 

新年交礼会終了後、有志主催の 2次会が開催されました。飛び入り参加の方も含め、総勢150名

の大盛況となりました。ご参加いただいた皆さまに深くお礼を申し上げます。 

 

１．概要 
 

（1）日時：  平成 28年 2月 11日（木曜・祝日）17:00～ 

（2）会場：  中村屋旅館（札幌市中央区北３条西７丁目） 

（3）参加者： 総勢 150 名 

 

２．開催趣旨 
 

札幌支部のメイン行事の一つ  新年交礼会」に参加される方々に、2次会としてさらなる交流

の場を設けることで、親睦をより深めていただくと同時に、緑丘会ならびに母校への関心を高

めていただくことを趣旨としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

        （第一会場）              （第二会場） 

 

３．内容 
 

開会挨拶 
 

S62 卒 小西一郎さんの司会進行で2次会がスタート。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（S62卒 小西一郎さん） 

 同窓生、現役学生を合わせて約150名の方々にお集まり頂いた。肩ひじ張らずに歓談

し、同窓生で親交を深めよう」 



理事長挨拶 
 

S41 卒 緑丘会本部理事長の島崎 憲明さんよりスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

支部長挨拶 
 

S45 卒 札幌支部支部長の山田二郎さんよりスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（S45卒 山田二郎さん(左)、S41卒 島崎憲明さん(右)）   （乾杯の様子） 

 

そして歓談タイム。今回も、初対面の方、既に顔見知りの方、年代を問わずすぐに打ち解けて

いきます。筆者も、これまでと同様に新たな出会いがあり、楽しく話をすることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二次会にもこれだけ多くの方々にお集まりいただき、支部長冥利に尽きる。皆様におか

れては、今後もそれぞれの可能な範囲で緑丘会行事にご参加いただき、小樽商科大学の支

援・応援と緑丘会の発展にご協力をお願いしたい。今日は本当に集まってくれてありがと

う！乾杯！」 

 第一会場、第二会場と用意され、大変な盛況ぶり。札幌での集まりに参加するのは初め

てだが、東京でも負けじと盛り上げていきたい。これからも全国に広がる緑丘会の全支部

が手を取り合って、同窓生の輪を広げていこう」 



参加者スピーチ（第一部） 
 

H2 卒 清水 浩 さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H2卒 清水浩さん） 
 
 

H6 卒 阿部 淳一さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて奥様、H6卒 阿部 (旧姓：福原) 美可さんからもスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H6卒 阿部美可さん、淳一さんご夫妻） 

 仙台からの参加。支部間交流を深めるために、札幌にはこれからもちょくちょく来てイ

ベント参加していきたい」 

 昨年 4月に仙台に移ったばかりだが、仙台支部からは早々に温かく迎え入れられた。今

日は学生も大勢ご参加されているが、同窓生と繋がりを作っていくことは将来のために大

いに勉強になる。引き続きこのような集まりを大切にされるといい」 

 函館からの参加。また来年も主人と一緒に参加したいし、仙台でも盛り上がっていきた

い」 



H9 卒 斎藤 陽一さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H9卒 斎藤 陽一さん） 

 

江口 修 先生からスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（江口 修 先生） 

 

 

参加者スピーチ（第二部） 
 

再度の歓談をはさみ、スピーチ第二部も盛り上がりました！ 

 

S45 卒 下斗米 寛泰 さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 香港より参加。香港には 2015年まで 7年間在住していた。2013 年には北海道をアジ

アに売り込むためのインバウンド企業を立ち上げ、北海道の魅力が他の地域に負けずに伝

わるよう努力している。皆さまもご支援よろしくお願いします」 

 フラ語の仏と言われた江口です(笑)。本年 1月に退官した。これでも商大仏語の伝統を

守るべく頑張ってきたつもりです。今日は皆でゆっくり楽しみましょう！」 

 元バンドマン。昭和43年当時、履修中のスペイン語の先生がいなくなってしまい、そ

の代わりに履修したフランス語の試験は全くできず、答案用紙に仏語の歌詞を書いて単位

を頂いた。採用面接では面接官から『何か質問は？』との問いに対して『おたくは一部上

場しているようだけど、いつ全部上場するの？』と言ってみたり、『座右の銘は？』との

問いには『右も左も 1.5 です』と答えてみたり（『左右の目は？』と聞かれたものと勘違

いしたため）、色々とやらかしてきたが広い心で包容されてきた。自由で大きな心持は小

樽商大で育まれたような気がする。これからも皆さんと楽しく過ごしていきたい」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（S45卒 下斗米 寛泰 さん） 

 

H25入学 中村 涼太 さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H25 入学 中村 涼太 さん） 

 

河森 計二 先生からスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日出場した空手の全日本大会で全国 3位の成績を収めることができた。100 日間断酒

して臨んだ甲斐があった。小学校、中学校と空手を経験し、高校はラグビーで全国大会に

出場。大学では空手部を創部してここまでやってこられた。引き続き、就職活動と並行し

て全日本大会への再出場を目指してがんばります！」 

 ゼミ生17名を連れての参加。大学の講義では、企業法学科で 会社法」 商法」などを

担当している。ただ聞かせるだけでなく、学生に考えさせる授業を心掛けている。このよ

うなOBとの交流も、学生にとって大いに望ましいこと。色々なお話の中から 就職のあ

り方」についてもよく考えてもらいたいと思う。今日この場に来た学生たちにも、このよ

うな繋がりを大切に、自分達から手を挙げて後輩にも継いでいく役割を期待している」 



H7 卒 高橋（旧姓：黒田）真美 さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H7卒 高橋（旧姓：黒田）真美 さん） 

 

H20卒 千葉（旧姓：佐藤）真美子さんからスピーチをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H20 卒 千葉（旧姓：佐藤）真美子さん） 

 

幹事紹介 
 

司会の小西さんより。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 札幌支部の事務局員として週 1~2回務めている。名簿のデータ管理などを担当してい

るが、本日、皆様の顔と名前が一致した人も多く、とても嬉しく思っている。7月の年次

大会にも出席する予定なので、これからも宜しくお願いします」 

 結婚して現在は千葉を名乗っている。昨年 11月に出産し、まだ生誕3カ月で今日は連

れてきていないが、この緑丘会札幌支部の集まりは子連れに優しく、『いつでも一緒にお

いで』と言ってくれるのが嬉しい。今度の集まりには親子で参加したいと思っているので

宜しくお願いします」 

八十島君(H5)・大西君(H3)・中村君(H4)・石川君(H4)・研谷君(H7) 

三宅君(H6)・寺井君(H7)・歌原君(H7)・増田君(H8)・百田さん(H12) 

菊池君(H13)・小室君(H15)・須川君(H18)・成田さん(H25)・和田さん(H26) 



閉会挨拶 
 

楽しい語らいでしたが、今宵も閉会の時間。H5卒 八十島 忍 さんより閉会挨拶です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H5卒 八十島 忍 さん） 

 

若人逍遥の歌斉唱（1 番） 
 

現役應援團員 平成 27 年入学 平田 万尋 さんの先導にて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合写真撮影 
 

これにて（本当に！）お開き。次回は7月 23 日の年次総会にてまたお会いしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 3年前には200名強の参加者であった総会が、今回は 400 名を超えた。二次会も二つ

の会場をびっしりと埋めるだけの人数が集まり感じ入るものがある。皆様、引き続き支部

活動を盛り上げていきましょう」 


